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敵対的買収、突かれた「法の穴」…市場で大量取得に規制
なし

　新聞輪転機メーカー「東京機械製作所」に投資会社が仕掛けた敵対的買収が、株式公開買い

付け（ＴＯＢ）規制の在り方に一石を投じている。市場で急速に大量の株を買い占める行為は、何

ら規制されないことが浮かび上がったからだ。法制度の「穴」をふさぐため、規制強化を求める声

が専門家からは出ている。

３か月で４割
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　投資会社は「アジア開発キャピタル」（東京）で、香港の投資グループが筆頭株主になってい

る。

　発端は、アジア開発が７月２０日に出した大量保有報告書。６月９日から東京機械株を買い始

め、７月１３日時点で８％超を保有したとの内容だった。保有比率は約１週間後の７月２１日時点で

３２・７２％に急上昇した。８月２日には３４％を上回り、合併など重要事項への拒否権を持つ「３分

の１超」に達した。アジア開発によると、９月１４日現在で４０％超の議決権を握ったという。

　証券会社に一定の担保を差し入れて資金や株式を借りて売買する「信用取引」を活用したとし

ている。アジア開発は１０月７日に公表した資料で、「株式は適法に取得した」と正当性を改めて

主張したが、手法の詳細ははっきりしない。

　例えば、旧村上ファンド系の投資会社による西松建設株の買い集めでは、最初の取得（２０年４

月）から２５％に達するまで１年半近くかけていた。大豊建設株も約１年半かけて約３３％まで買い

進めた。アジア開発の買い上げスピードが突出していることが分かる。

　テーブルマーク、「ごっつ旨いお好み焼」など家庭用冷凍食品・常温商品１２２品を値上げ

　日経平均終値、５８７円高の２万７３６９円

　マルハニチロ、「横浜あんかけラーメン」など家庭用冷凍食品１３４品を５～２８％値上げ

　ＪＲ東海、神奈川県内のリニア中央新幹線新駅建設現場を公開…２７年度に完成予定
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